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医療従事者として求められる基本的教養など幅広い知識を習得
平成26年度新人集合研修を開催
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アメリカ小児科学会・アジア小児科学会合同会議
回復期リハビリテーション病棟協会第23回研究大会 in 名古屋
第5回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会
OMICHI SCRAMBLE

日本福祉大学大学院社会福祉学研究科修士課程修了
グリーンライフ・ボバース記念病院歯科診療部合同実践報告会
INFORMATION
IBITA教育委員会に参加
土井鋭二郎PT科員が上級講習会インストラクターに就任



CLOSE UP大
道
会
の
施
設
や

部
署
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
強
化
研
修
ト
レ
ー
ナ
ー

た
ち
が
、実
践
に
生
か
せ
る
講
義
を
実
施

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
個
人
情
報
管
理
な
ど
、

現
代
社
会
に
応
じ
た
研
修

　
3
月
24
日
〜
28
日
に
、平
成
26
年
度
の
新
入

職
員
を
対
象
と
し
た
新
人
教
育
集
合
研
修
を
開

催
し
ま
し
た
。同
研
修
は
、新
入
職
員
が
ス
ム
ー

ズ
に
現
場
で
の
業
務
に
取
り
組
め
る
よ
う
30
年

以
上
前
か
ら
毎
年
、実
施
し
て
い
ま
す
。
医
療

従
事
者
・
大
道
会
職
員
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、社
会
人
と
し
て
の
意
識
づ
け
を
行
う
こ

と
も
目
的
と
し
て
お
り
、医
療
業
界
の
現
状
を

は
じ
め
、大
道
会
の
各
施
設
・
部
署
の
紹
介
、接

遇
、個
人
情
報
管
理
に
つ
い
て
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
同
研
修
の
特
長
と
し
て
、一
部
の
講
義
を
除

き
、法
人
内
の
ト
ッ
プ
層
や
管
理
職
が
講
師
を

担
当
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
研
修

初
日
に
は
天
野
常
務
理
事
が
医
療
業
界
の
変

遷
、大
道
会
職
員
に
求
め
る
も
の
な
ど
を
紹
介

す
る
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
入
職
式
の
あ
る
2

日
目
に
は
大
道
道
大
理
事
長
よ
り
、「
経
営
ト
ッ

プ
か
ら
新
人
に
望
む
こ
と
」と
題
し
、多
角
的
な

視
点
で
新
入
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま

し
た
。
ま
た
、宮
井
副
理
事
長
は
森
之
宮
病
院

の
特
色
や
近
年
の
状
況
、教
育
・
研
究
に
つ
い
て

講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
入
職
員
の
大
半
は
、初
め
て
社
会
人
と
し

て
働
き
ま
す
。
無
理
な
く
社
会
人
と
し
て
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
講
義
を
取

り
入
れ
て
い
る
の
も
同
研
修
の
特
長
で
す
。

帝
国
ホ
テ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
沖
永
医
長
は
、メ

今
後
に
つ
な
が
る
研
修
を
め
ざ
し
て

　
今
年
度
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、研
修
最

終
日
に
研
修
内
容
に
つ
い
て
の
小
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。「
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
復
習

で
き
、気
が
引
き
締
ま
っ
た
」と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
ま
た
、研
修
終
了
後
に
提
出
さ
れ
た

研
修
日
誌
か
ら
は
、新
入
職
員
が
法
人
の
特
色

を
理
解
し
、医
療
従
事
者
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
始
め
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
入
職
員
は
4
月
よ
り
現
場
に
出
て
、医
療

従
事
者
と
し
て
社
会
人
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま

す
。
活
発
で
前
向
き
な
姿
勢
は
、先
輩
職
員
へ

の
刺
激
と
な
り
、フ
レ
ッ
シ
ュ
な
風
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
、研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
土
台
と
し
、そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
力
を
伸
ば
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

（
本
部
管
理
部
人
事
課
　
稲
持
百
瑛
）

　
平
成
22
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、選
抜

さ
れ
た
ト
レ
ー
ナ
ー
8
名
が
、講
義
を
担
当
し

ま
し
た
。
森
之
宮
病
院
看
護
部
舘
川
科
長
・
柴

田
科
長
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
椎
名
副
部

長
、砂
古
口
科
長
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
に
主
眼
を
お
き
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

取
り
入
れ
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
与
え
ら
れ

た
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
、よ
り
良
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
模
索
す
る
中
で
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
で
作
業
結

果
に
大
き
く
差
が
出
て
驚
い
た
」「
他
職
種
の
職

員
と
の
交
流
を
深
め
ら
れ
た
」な
ど
の
感
想
が

出
ま
し
た
。
ま
た
、
森
之
宮
病
院
看
護
部
の
福

医
療
従
事
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
教
養
な
ど
幅
広
い
知
識
を
習
得

こ
の
春
、
社
会
医
療
法
人
大
道
会
に
64
名
の
新
人
職
員
が
入
職
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
新
人
教
育
集
合
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
研
修
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
新
人
集
合
研
修
を
開
催

グループワークでは、各班が協力して課
題に取り組み、コミュニケーションの手
法を学んだ

新入職員は、どの講義も熱心に受講した

リハビリテーション部椎名副部長による
講義の様子

井
科
長
・
正
壽
科
長
は
、「
初
め
て
ヘ
ル
ス
ケ
ア

分
野
で
働
く
新
人
へ
」の
テ
ー
マ
で
、医
療
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
働
く
こ
と
、社
会

人
基
礎
能
力
に
つ
い
て
な
ど
、こ
れ
か
ら
の
業

務
に
す
ぐ
に
生
か
せ
る
知
識
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し

ま
し
た
。
同
院
診
療
部
医
療
社
会
事
業
課
の
藤

井
課
長
と
地
域
医
療
連
携
室
の
杉
浦
課
長
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
、法
人
内
外

の
連
携
の
重
要
性
を
ふ
ま
え
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
し
た
。
ト
レ
ー
ナ
ー
は
、今
後
新
入
職

者
が
受
講
予
定
の
1
年
目
・
2
年
目
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
も
見
据
え
た
、一
貫
性
の
あ
る
講

義
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
お
り
、継
続
し
た

研
修
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
義
を
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法
、ス

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
た
め
の
考
え
方
に
つ
い
て

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、本
部
管
理
部

人
事
課
高
間
主
任
か
ら
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス（
S
N
S
）利
用
の
マ

ナ
ー
や
業
務
上
知
り
得
た
個
人
情
報
の
扱
い
の

注
意
点
に
つ
い
て
、具
体
例
を
挙
げ
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
新
入
職
員
に
と
っ
て
は
非
常
に

身
近
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
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オリエンテーション
（新人研修を受講するにあたっ
て、自己紹介）

天野常務理事
「新人に望む10項目」
「当会の経営理念＆法人概要」
「社会医療法人とは」

森之宮病院
リハ部 椎名副部長、
砂古口科長
看護部 柴田科長、
舘川科長
「グループワーク」

在宅事業部　高落統括
「当会の在宅関連
事業について」

社会福祉法人山水学園本部
畑事務局長
「山水学園について」

入職式

森之宮クリニック
吉田統括部長
「がん検診とPET、CTについて」

大道クリニック
小山主任
「人工透析と無呼吸
症候群治療について」

グリーンライフ
濱田施設長
「介護老人保健施設・
グリーンライフの役割と今後
の方向性」

ボバース記念病院
今林院長
「ボバース記念病院
が目指すもの
職場の安全衛生について」

大道理事長
「経営トップから
新人に望むこと」

森之宮病院
歯科診療部 旭部長
「歯科診療部について」

森之宮病院
システム管理室
安藤副部長
「電子カルテ・
ジョインギアについて」

互助会　柴田会長
「互助会について」

帝国ホテルクリニック
健診部内科
沖永医長
「メンタルヘルスケアについ
て」

森之宮病院看護部
福井科長、正壽科長
「初めてヘルスケア
分野で働く新人へ」

城東消防署
「防災について」

城東警察署
「防犯について」

本部渉外担当
峰部長
「医療機関での
防犯・防災について」

宮井副理事長
「森之宮病院が
目指すもの」

森之宮病院事務部
水谷課長「保険医療
機関が守るべき療養
担当規則について」

本部管理部 高間主任
「人事課オリエンテー
ション①／就業規則・
社会保険制度・人権・個人情報管理
･ハラスメント･守秘義務について」

森之宮病院看護部
福岡部長、
ボバース記念病院
看護部　白樫部長
「当会各施設における
看護部の使命と役割」

森之宮病院
医療社会事業課
藤井課長
森之宮病院
地域医療連携室
杉浦課長
「地域医療連携室・
医療相談室の役割」

森之宮病院
心臓血管センター
大久保部長
「森之宮病院の急性期医療について」

森之宮病院
リハビリテーション部
永島部長「当会リハ
ビリテーションの強みと特長」

ＹＧ検査

森之宮クリニック
企画広報部
医療コンシェルジュ
荒木課長
「接遇講習―患者と顧客対応
の実践①」

森之宮病院事務部
理事長秘書
医療コンシェルジュ
川谷主任
「接遇講習―患者と顧客対応
の実践②」

本部管理部
高間主任
「人事課オリエン
テーション②／就業規則・社
会保険制度・人権・個人情報
管理･ハラスメント･守秘義務
について」

人事課オリエンテーション
（研修まとめ）

※各施設に配属

3月24日（月）

研
修
内
容
・
講
師

3月25日（火） 3月26日（水） 3月27日（木） 3月28日（金）

　大道理事長より、「これから1年間は誰に何を聞いてもよい」「行
動にはすべて理由が伴っている。曖昧なことは必ず確認すること」
と教わりました。行動の理由を理解し仕事に励みたいと思います。
天野常務理事の講義では社会医療法人の使命やモニター会の存在
を聞き、大道会が地域の方々とともに医療に携わっていると改め
て実感しました。また、宮井副理事長のお話で一番印象に残った
のは、人材育成のための教育と研究です。ただ人材育成をするだ
けでなく、患者さん・利用者の方々からのクレームや激励を真摯
に受け止め、職員や新人の育成の糧にしている点が素晴らしいと
感じました。

平成26年度新人教育集合研修プログラム

新入職員 研修レポート 新入職員が受講後、提出した研修レポートの中から、抜粋して紹介します。

森之宮病院診療技術部薬剤科小西　智洋

大道会が地域の方々とともに
歩んでいることを実感できた

　グループワークは、同じ作業を4回、手法を少しずつ変えて取り
組むものでしたが、各回でグループ内の様子、ワークの達成度が
変化し、グループ内の相互支援やチームワークを良好にするため
のコアスキルが大きく関わっていることを実感できました。
　なかでも、言葉を使わずに作業に取り組んだ回では、非言語的
コミュニケーションで相手が何を求めているのかを察しながら関
わるという貴重な経験ができました。このワークを通じて、グルー
プ内の他者の動きやグループ全体を観察する力の重要性を実感し、
今後チームの中で働く上でもこの体験を活かしていきたいと感じ
ました。

小川　結子

グループワークの学びをチーム医療に
活かしていきたい

　研修ではこれから働く上で重要な内容を幅広く学ぶことができ
ました。第一にチーム医療の重要性についてです。様々な職種の
新人との交流で、コミュニケーションの難しさ、自分のことを伝
え理解してもらう難しさを再認識し、今後患者さんにどう伝える
かを見直す良いきっかけとなりました。第二に、医療人・社会人と
しての心構えです。個人情報の取り扱いや接遇の重要性を知り、
「治療では治療者がすべての責任をとる」と教えて頂いたことから
も、その自覚をしっかりと持たなければならないと感じました。
医療人として、また、一人の人間として大きく成長していきたい
と思います。

ボバース記念病院
リハビリテーション部理学療法科

森之宮病院診療部医療社会事業課

櫛引　翔太

医療人・社会人としての自覚をもち
成長していきたい

　森之宮病院看護部福井科長、正壽科長のお話を聞き、ヘルスケ
ア分野には様々な専門性があり、多職種が連携しそれぞれの役割
を果たすことで、患者さんによりよい医療を提供できることがわ
かりました。
　そのためには専門性だけでなく、社会人としての基礎力（前に
踏み出す力・考え抜く力・チームワーク）を向上させなければなり
ません。その中には研修の他の講義で学んだコミュニケーション
や状況把握、ストレスコントロールも含まれていました。今はま
だ新人ですが、自分でできることは確実に行い、目標を持ち、何事
にも前向きに患者さんと向き合っていきたいと思います。

川端　真美子

社会人基礎力の向上に努め、
よりよい医療の提供を目指す

森之宮病院看護部病棟看護科6階西

（＊印は外部講師）

＊

＊
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O M I C H I
A C A D E M Y

　
花
盛
り
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
開
か
れ
た
本

会
議
に
は
、北
米
全
土
お
よ
び
ア
ジ
ア
の
小

児
疾
患
に
関
わ
る
膨
大
な
数
の
医
師
や
研
究

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
側
の
会
長
は

大
阪
大
学
の
大
薗
恵
一
教
授
が
務
め
ら
れ
、

日
本
か
ら
の
演
題
は
過
去
最
多
に
上
り
ま
し

た
。
折
し
も
4
日
に
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
マ
ラ

ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、多
く
の
学
会
参
加
者
が

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
神
経
関
係
の
演
題
は
比
較
的
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、我
々
と
関
係
が
深
い
新
生
児
神

経
学
の
領
域
で
最
先
端
の
知
識
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、ま
だ
欧
米
で
知
ら
れ

て
い
な
い
超
早
期
産
児
の
核
黄
疸
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
以
前
に
応

募
し
た
ア
メ
リ
カ
脳
性
麻
痺
・
発
達
医
学
会
で

は
却
下
さ
れ
た
演
題
で
あ
っ
た
た
め
不
安
を

感
じ
な
が
ら
の
発
表
で
し
た
が
、思
い
が
け

な
い
展
開
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
発
表
時
間

前
か
ら
核
黄
疸
の
世
界
的
権
威
で
あ
る

S
h
a
p
i
r
o
教
授
と
W
a
t
c
h
k
o

教
授
が
来
ら
れ
、30
分
近
く
に
渡
っ
て
口
々

に
賛
同
と
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
S
h
a
p
i
r
o
教
授
か
ら
は
自
ら
の
研

究
デ
ー
タ
を
示
さ
れ
、
今
後
の
研
究
方
針
に

関
し
て
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
一
方
で
、現
在
調
査
を
進
め
て
い
る
超

早
期
産
児
の
小
脳
病
変
の
領
域
で
は
、北
米

の
共
同
研
究
が
我
々
の
先
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
際
交
流
を

通
じ
て
、当
院
の

み
な
ら
ず
日
本

の
小
児
神
経
学

の
レ
ベ
ル
を
向

上
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
、臨
床
研
究

を
続
け
た
い
と

強
く
感
じ
た
学

会
で
し
た
。

　
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
協
会

第
23
回
研
究
大
会
in
名
古
屋
に
参
加
し
て
、

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
行
う
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て
」と
い
う
テ
ー
マ

で
、当
課
に
お
け
る
取
り
組
み
の
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
支
援
対
象
者
の
身
体
・
心
理
・
社

会
面
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の「
ア
セ
ス
メ

ン
ト
シ
ー
ト
」の
作
成
や
活
用
に
よ
り
、若
手

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
早
期
育
成
や
、ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
業
務
の
質
の
標
準
化
、ス

ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
向
上
を
め
ざ
し

た
取
り
組
み
で
す
。

　「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
」利
用
や
研
究
発

表
に
よ
り
、ア
セ
ス
メ
ン
ト
項
目
が
意
識
の

中
に
定
着
し
、患
者
さ
ん
ご
家
族
の
心
情
や

価
値
観
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

り
、こ
れ
ま
で
よ
り
広
い
視
野
で
ケ
ー
ス
を

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、シ
ー

ト
活
用
に
よ
り
可
視
化
さ
れ
、バ
イ
ザ
ー
と

バ
イ
ジ
ー
が
互
い
に
情
報
共
有
し
や
す
く
な

り
、効
率
的
か
つ
適
切
な
助
言
や
相
談
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、本
人
・
家
族
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
だ

け
で
な
く
、 

院
内
職
員
や
関
係
機
関
と
の
関

わ
り
を
可
視
化
し
、患
者
を
取
り
巻
く
ク
ラ

イ
エ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
常
に
把
握
し
た
支
援

を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、今
回
の
経
験
を
活
か
し
、ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、よ

り
良
い
支
援
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

広
い
視
野
を
持
っ
て
支
援
の
質
を

向
上
で
き
る
よ
う
に
務
め
た
い

日
程
…
2
月
7
日
〜
8
日

場
所
…
名
古
屋
国
際
会
議
場

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
協
会
第
23
回

研
究
大
会
in
名
古
屋

森
之
宮
病
院
診
療
部

医
療
社
会
事
業
課

発表報告

綿
巻 

安
純

ニ
ュ
ー
ロ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
幅
広
い
知
見
を
得
た

日
程
…
2
月
15
日

場
所
…
砂
防
会
館
　
別
館

第
5
回
日
本
ニ
ュ
ー
ロ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会

学
術
集
会

森
之
宮
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

作
業
療
法
科

発表報告

神
尾 

昭
宏

超
早
期
産
児
の
核
黄
疸
の
存
在
が

国
際
的
に
認
め
ら
れ
る

日
程
…
5
月
3
日
〜
6
日

場
所
…
バ
ン
ク
ー
バ
ー・カ
ナ
ダ

ア
メ
リ
カ
小
児
科
学
会・

ア
ジ
ア
小
児
科
学
会
合
同
会
議

森
之
宮
病
院
診
療
部

小
児
神
経
科
医
長

発表報告

荒
井 

洋

　
今
回
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
第
5
回
日
本
ニ

ュ
ー
ロ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
学
術
集

会
は
、医
師
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
、医
療
工
学
士
な

ど
、神
経
系
疾
患
の
治
療
に
あ
た
る
関
連
専

門
家
の
学
際
的
交
流
を
促
進
し
、脳
卒
中
や

脊
髄
損
傷
、
末
梢
神
経
障
害
な
ど
の
神
経
系

の
疾
患
に
つ
い
て
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
評
価
法
や
治
療
法
に
関
す
る
情
報
交
換
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
の
演
題
発
表
は「
負
荷
量
の
相
違
が
手
指

屈
筋
・
伸
筋
の
筋
疲
労
に
与
え
る
影
響
」で
、

末
梢
性
筋
疲
労
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、表
面

筋
電
図
を
用
い
て
浅
指
屈
筋
・
総
指
伸
筋
・
示

指
伸
筋
の
疲
労
特
性
に
相
違
が
見
ら
れ
る
か

を
検
討
し
た
も
の
で
す
。
手
指
屈
伸
課
題
が

可
能
な
装
置
を
作
成
し
、こ
れ
ら
の
筋
群
の

最
大
随
意
収
縮
の
10
％
、30
％
、50
％
、70
％

M
V
C
課
題
を
実
施
し
ま
し
た
。
筋
疲
労
の

指
標
と
し
て
平
均
周
波
数
、％
積
分
筋
電
図
、

周
波
数
帯
域
を
用
い
比
較
検
討
す
る
と
、10
％
、

30
％
M
V
C
課
題
で
は
大
き
な
変
化
は
見
ら

れ
ず
、50
％
M
V
C
課
題
で
は
全
て
の
筋
で

筋
疲
労
に
伴
い
％
積
分
筋
電
図
は
増
加
し
ま

し
た
が
、平
均
周
波
数
で
は
総
指
伸
筋
・
示
指

伸
筋
が
早
期
よ
り
徐
波
化
を
認
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
手
指
伸
筋
の
速
筋
線
維
は
屈
筋

と
比
較
す
る
と
疲
労
し
や
す
い
事
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。
発
表
後
、疲
労
特
性
の
違
い
が
何

故
起
こ
る
の
か
、モ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
総

数
の
違
い
が
与
え
る
影
響
は
、な
ど
に
つ
い

て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

今
後
の
研
究
に
役
立
つ
も
の
で
し
た
。

　
本
研
究
会
で
の
聴
講
や
演
題
発
表
、他
施

設
の
先
生
方
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

し
て
、ニ
ュ
ー
ロ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
幅
広
い
知
見
を
得
る
こ
と
の
重
要
性

と
、臨
床
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

す
る
医
療
従
事
者
と
し
て
、そ
れ
ら
の
知
見

を
い
か
に
臨
床
で
応
用
し
、か
つ
、そ
れ
が
よ

り
効
果
的
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
重
要
性
を
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今
回
の
学
術
学
会
で
栄
養
剤
使
用
中
の
難

治
性
下
痢
患
者
に
多
職
種
が
チ
ー
ム
と
し
て

関
わ
り
、患
者
の
問
題
点
を
抽
出
し
て
い
く

と
い
う
症
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
＿
＿
①
薬
剤
師
に
よ
る
下
痢
の
副

作
用
へ
の
薬
剤
調
整
、②
栄
養
士
に
よ
る
栄
養

吸
収
時
間
の
割
り
出
し
と
栄
養
剤
の
選
択
、③

そ
れ
に
基
づ
い
た
リ
ハ
ビ
リ
セ
ラ
ピ
ス
ト
と

の
リ
ハ
ビ
リ
時
間
の
調
整
、④
ゆ
っ
く
り
吸
収

で
き
る
よ
う
に
投
与
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
、

⑤
投
与
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
基
に
患
者
の
栄
養

投
与
管
理
を
行
い
な
が
ら
看
護
師
間
で
排
便

状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
施
行
、⑥
そ
の
結
果

を
関
係
ス
タッ
フ
間
で
情
報
共
有
し
調
整
＿
＿

と
い
う
手
順
に
よ
り
、医
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
、患

者
の
変
化
に
応
じ
た
迅
速
な
対
応
が
で
き
た

と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
症
例
を
通
し
、早

期
か
ら
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、栄
養
障

害
が
起
き
な
い
よ
う
に
栄
養
管
理
を
行
い
腸

内
細
菌
叢
の
回
復
と
栄
養
状
態
の
改
善
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
で
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る

事
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
早
期
退
院
に
繋
が

っ
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
、当
院

の
N
S
T
で
も
、
さ
ら
に
栄
養
管
理
の
充
実

化
を
め
ざ
し
、他
職
種
と
連
携
を
取
り
、栄
養

知
識
の
普
及
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
６
階
東
病
棟
で
は
口
腔
外
科
疾
患
患
者
の

入
院
も
多
く
、そ
の
中
で
顎
固
定
や
開
口
障

害
な
ど
に
よ
り
経
鼻
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
の
栄
養

剤
投
与
に
よ
る
栄
養
管
理
を
必
要
と
し
て
い

る
患
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
よ
り

栄
養
剤
の
投
与
を
行
う
こ
と
で
消
化
管
運
動

が
促
進
さ
れ
、代
謝
反
応
亢
進
の
抑
制
、免
疫

能
の
維
持
に
繋
げ
る
た
め
、全
身
状
態
・
栄
養

剤
の
評
価
を
行
い
な
が
ら
創
傷
治
癒
を
遅
ら

せ
な
い
よ
う
に
栄
養
管
理
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
発
表
の
中
で
述
べ
ら
れ
た
、「
P
E
G

（
胃
ろ
う
）そ
の
も
の
が
悪
い
の
で
は
無
く
、

使
用
方
法
が
悪
い
た
め
マ
イ
ナ
ス
の
情
報
が

世
間
で
広
ま
っ
て
い
る
。
良
い
適
応
と
終
末

期
適
応
と
区
別
し
て
上
手
に
使
っ
て
い
く
事

が
必
要
で
あ
り
、本
来
苦
痛
・
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
物
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
」の
言
葉
は
、私
の
心
に
と

て
も
印
象
深
く
残
り
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
医
療
は
、患
者
・
家
族
を
含
め
た
医

実
践
の
中
で
経
験
を
積
み
上
げ

ス
タ
ッ
フ
を
導
く

日
程
…
12
月
6
日
〜
7
日

場
所
…
ナ
ー
シ
ン
グ
ア
ー
ト
大
阪

大
阪
府
看
護
協
会
研
修

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

森
之
宮
病
院
看
護
部

２
階
病
棟

参加報告

片
岡 

貴
雄

他
職
種
と
の
連
携
の
必
要
性
、栄
養

管
理
の
重
要
性
を
再
確
認
で
き
た

日
程
…
2
月
27
日

場
所
…
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

第
29
回
日
本
静
脈
経
腸
栄
養

学
会
学
術
集
会森

之
宮
病
院
看
護
部

6
階
東
病
棟

参加報告

松
延 

友
紀

改
善
点
を
見
出
し
、課
題
解
決
へ
の

ヒ
ン
ト
を
得
る
事
が
で
き
た

日
程
…
3
月
18
日

場
所
…
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館

「
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
お
け
る

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
」研
修

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

東
成
お
お
み
ち

セ
ン
タ
ー
長

参加報告

片
山 

治
子

　
安
達
眞
理
子
氏
に
よ
る「
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
・
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
の
概
念
整
理
」、「
タ

ー
ミ
ナ
ル
期
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

役
割
」、「
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
上
の
留
意
点
」を

テ
ー
マ
に
し
た
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
新
し
い
視
点
を
学
ぶ
と
い

う
よ
り
、こ
れ
ま
で
担
当
さ
せ
て
頂
い
た
タ

ー
ミ
ナ
ル
期
の
方
の
ケ
ー
ス
を
振
り
返
り
、

改
善
点
を
見
出
す
と
い
う
点
で
学
び
を
得
ら

れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、①
支
援
開
始
時
に

は
医
師
が
病
気
に
つ
い
て
ご
本
人
、ご
家
族

に
ど
の
程
度
話
を
し
て
い
る
か
、ご
本
人
ご

家
族
は
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
理
解
し
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
お
ら
れ
る
か
の
確
認
を
行
う

こ
と
、②
支
援
開
始
後
は
、今
後
の
変
化
を
予

測
し
な
が
ら
ご
本
人
と
ご
家
族
の
希
望
す
る

生
活
が
可
能
な
限
り
継
続
で
き
る
よ
う
、ケ

ア
プ
ラ
ン
の
修
正
・
追
加
を
行
っ
て
い
く
こ
と
、

③
ご
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
も
ご
家
族
を

支
援（
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
）し
て
い
く
こ
と
で
す
。

①
は
医
師
及
び
ご
本
人
・
ご
家
族
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、②
は
医
療
知
識
及
び
在
宅
を

支
援
す
る
医
療
者
と
の
連
携
、ご
本
人
・
ご
家

族
と
の
信
頼
関
係
、③
は
自
己
覚
知
と
豊
か
な

感
受
性
が
キ
ー
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
、と

考
え
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む
方
法
と
し
て
、

書
籍
等
か
ら
学
び
を
得
る
、事
業
所
内
で
グ

ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
行
う
、ス
ー

パ
ー
バ
イ
ズ
を
受
け
る
な
ど
の
方
法
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、一
つ
で
も
よ
い
の
で
改
善
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
学
会
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
学
ん
だ
こ
と
を
、日
々
の
治
療
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

療
や
医
療
福
祉
的
な
ニ
ー
ズ
を
解
決
さ
せ
て

い
く
活
動
で
あ
り
、メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ

が
持
て
る
知
識
や
技
術
を
基
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
い
と
い
け
な
い
た
め
、自
ら
の
知
識

や
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、リ
ー
ダ
ー
と
は
チ
ー
ム
の

目
的
達
成
の
た
め
に
メ
ン
バ
ー
を
導
き
、や

る
気
を
お
こ
さ
せ
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。私
は
、

病
棟
内
で
リ
ー
ダ
ー
を
努
め
て
い
ま
す
が
、

求
め
ら
れ
る
も
の
す
べ
て
を
持
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
ま
で
の
医
療
専

門
職
の
義
務
と
な
る
原
則
の
内
容
は
、授
業

で
は
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、経
験
を
重
ね
自

分
自
身
の
行
動
に
照
ら
し
あ
わ
せ
、ど
の
よ

う
な
行
動
を
し
て
き
た
か
考
え
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、組
織
が
成
立
す
る
た

め
に
は
、共
通
の
目
的
・
共
同
意
欲
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
必
要
な
こ
と
が
理
解

で
き
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
を
行
っ
て
い
く
た

め
に
は
、組
織
が
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
も

っ
て
活
動
し
て
い
る
か
を
考
え
、メ
ン
バ
ー

を
導
き
、ス
タ
ッ
フ
の
意
欲
を
高
め
、各
々
の

能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
た
め
、個
々
に
合

っ
た
成
長
方
法
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
今
後
、今
回
の
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
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ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
歯
科
診
療
部
と
の

合
同
実
践
報
告
会
を
実
施

グリーンライフ

　
私
は
、
こ
の
３
月
に
日
本
福
祉
大

学
大
学
院
社
会
福
祉
学
研
究
科
（
通

信
課
程
）
の
修
士
課
程
を
修
了
し
ま

し
た
。大
学
院
の
門
を
叩
い
た
２
年

前
、
別
法
人
の
認
知
症
対
応
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
相
談
・
介
護
業
務
に
従

事
し
て
い
ま
し
た
。研
修
を
通
じ
て
、

パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア

（
P
C
C
）※1
と
い
う
認
知
症
ケ
ア
の

理
念
に
出
会
い
、
実
践
に
活
か
そ
う

と
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
が
修
士
課
程
を
め
ざ
す
大
き

な
き
っ
か
け
で
し
た
。P
C
C
の
実

践
度
を
高
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

分
の
行
き
詰
ま
り
を
解
消
で
き
る
の

で
は
、と
考
え
た
か
ら
で
す
。　

　
研
究
で
は
、
高
齢
者
施
設
で
の
認

知
症
ケ
ア
の
質
の
向
上
を
テ
ー
マ
に
、

ド
ー
ン
・
ブ
ル
ッ
カ
ー
が
考
案
し
た

V
I
P
S
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
※2

を

使
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
及
び

現
場
リ
ー
ダ
ー
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
ま
し
た
。そ
の

結
果
、ケ
ア
現
場
で
は
、P
C
C
の
真

髄
と
さ
れ
る「
価
値
を
認
め
る
」に
関

し
て
、
職
員
自
身
が
自
ら
の
価
値
が

認
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
仕
組
み
が
な
い
、
内
部
研
修
の

実
施
が
質
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
る
、
な
ど
の
要
因
に

よ
り
、
P
C
C
の
実
践
は
充
分
で
は

な
い
こ
と
、
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
職
員

へ
の
裁
量
権
の
付
与
や
モ
デ
ル
提
示

に
よ
っ
て
、
P
C
C
の
実
践
度
が
高

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
究
で
は
、
P
C
C
の
実

践
に
は
職
場
全
体
と
し
て
の
取
り
組

み
と
、
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
積
極
的
か

つ
具
体
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。今
後
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
管
理
者
と

し
て
こ
の
成
果
を
活
か
し
、
よ
り
質

の
高
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
え

る
よ
う
P
C
C
の
実
践
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
福
祉
大
学
大
学
院

社
会
福
祉
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

ケアプラン
センター東成
おおみち

　
平
成
26
年
3
月
28
日
（
金
）
森
之

宮
病
院
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
に
て
介

護
老
人
保
健
施
設
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

フ
と
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
歯
科
診

療
部
合
同
の
実
践
報
告
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
日
々
の
業
務
に
お
い
て
、
問
題
と

し
て
い
る
事
や
今
後
必
要
と
考
え

る
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
、
１
年
間
取

り
組
ん
だ
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

私
た
ち
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
療
養

サ
ー
ビ
ス
部
３
科
で
は
「
考
え
よ

う
！
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
！
」と
い
う

今
年
も
お
花
見
に
行
き
ま
し
た

グリーンライフ

　
今
年
も
療
養
棟
で
は
恒
例
に

な
っ
て
い
る
お
花
見
に
行
き
ま
し

た
。初
春
よ
り
気
温
の
変
化
が
激
し

く
、桜
の
開
花
も
例
年
よ
り
早
ま
り
、

４
月
第
１
週
目
の
週
末
に
は
天
気

も
崩
れ
桜
も
散
る
予
想
で
し
た
。そ

の
為
、
予
定
を
大
幅
に
変
更
し
、
桜

が
満
開
の
時
に
利
用
者
の
方
々
に

観
て
頂
こ
う
と
の
想
い
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
利
用
者
様
の
車
い
す
を
押
し
て

施
設
の
近
く
に
あ
る
千
間
川
公
園

ま
で
行
き
、満
開
の
桜
を
観
な
が
ら
、

甘
酒
や
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
、

お
つ
ま
み
を
食
べ
て
頂
き
ま
し
た
。

利
用
者
様
も
大
変
喜
ば
れ
「
甘
酒
、

懐
か
し
い
し
美
味
し
い
。桜
を
観
な

が
ら
こ
ん
な
ん
飲
め
て
嬉
し
い
わ
。

来
年
も
み
ん
な
と
一
緒
に
桜
が
観

た
い
ね
ぇ
」
と
目
に
涙
を
浮
か
べ
て

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
柔
ら
か
な
日
差
し
の
中
、
利
用
者

様
と
一
緒
に
お
花
見
が
で
き
、
普

段
、施
設
の
中
で
は
見
ら
れ
な
い
利

テ
ー
マ
で
、
普
段
取
り
組
ん
で
い
な

い
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
学

ん
だ
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
今
年
度
タ
ー
ミ
ナ

ル
期
に
入
っ
た
ご
利
用
者
が
お
ら

れ
、
施
設
職
員
と
し
て
何
が
必
要
か

を
学
ぶ
事
が
大
切
だ
と
研
究
メ
ン

バ
ー
で
話
し
合
っ
た
こ
と
で
す
。具

体
的
に
実
施
し
た
内
容
は
、
各
書
類

作
成
と
研
修
参
加
、
施
設
に
お
い
て

の
勉
強
会
で
し
た
。今
後
の
課
題
も

沢
山
あ
り
ま
す
が
、
本
研
究
を
通
じ

て
今
後
も
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
つ

用
者
様
の
活
き
活
き
と
し
た
表
情

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。楽
し

い
一
時
を
利
用
者
様
と
過
ご
せ
、
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
療
養
サ
ー
ビ
ス

部
３
科
　
藤
田
浩
光
）

い
て
の
知
識
向
上
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
療
養
サ
ー
ビ
ス

部
３
科
　
辻
中
貴
博
）

※
1
　
1
9
9
0
年
代
初
め
に
イ
ギ
リ
ス
の
社

会
心
理
学
者
、
ト
ム
・
キ
ッ
ト
ウ
ッ
ド
が
提
唱
し

た
も
の
で
、日
本
語
で
は「
そ
の
人
を
中
心
と
し
た

ケ
ア
」と
訳
さ
れ
て
い
る
。

※
2（
V

=「
人
々
の
価
値
を
認
め
る
」、
I

=「
個

人
の
独
自
性
を
尊
重
す
る
」、
P

=

「
そ
の
人
の
視

点
に
立
つ
」、
S

=

「
相
互
に
支
え
合
う
社
会
的
環

境
を
提
供
す
る
」）

片
山
セ
ン
タ
ー
長
の
本
論
文
は
、
日
本
福
祉
大

学
大
学
院
社
会
福
祉
学
研
究
科
で
研
究
さ
れ
た

修
士
論
文
26
本
の
中
か
ら
優
秀
賞（
3
本
）に
選

ば
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ケアプランセンター
東成おおみち
片山治子センター長
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Medical Doctor’s Voice　　 #61

森之宮病院リハビリテーション部作業療法科

姜 美順（カン ミスン） 科員

ただ今、奮闘中 #44
頑張っている職員に注目！

明るく情熱的！が
患者さんの信頼を集める

　現在、森之宮病院リハビリテーショ
ン部作業療法科に、韓国出身の姜美順
さんが所属しています。リハビリテー
ション部で初めての海外からの入職者
です。
　姜さんは、韓国で作業療法士の資格
を取った後、日本語を2年間勉強し、日
本の大学で作業療法士の資格を取りま
した。日本語は読み書きともにとても上手です。一方で、緊張
すると上手な日本語が途端にカタコトに変わるという可愛ら
しい一面もあります。
　入職当初は環境の違いに戸惑うこともあったと思いますが、
持ち前の明るさで職場にも慣れてこられました。治療では自
信を持って患者さんと関わる姿が印象的で、患者さんからも
信頼されています。勉強熱心で患者さんの治療にはとても情
熱的です！また、韓国から講師を招いた講習会で資料の翻訳
や通訳をしており、通常業務以外にも貢献しています。さらに
仕事だけでなく、職場のイベントを積極的に企画し、職場の空
気を明るくしてくれる存在です。
　今後も明るく情熱的な姜さんに期待しています。
（森之宮病院リハビリテーション部作業療法科　田中菜摘）

　
こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
に

は
騒
ぎ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。原
稿
を
依
頼
さ
れ
た

日
は
理
研
の
小
保
方
氏
糾
弾
の

会
見
が
行
わ
れ
た
日
で
し
た
。

S
T
A
P
細
胞
発
見
会
見
の
時

は
、「
夢
の
若
返
り
」と
の
発
言
も

あ
り
期
待
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

僅
か
数
ヶ
月
で
・ 

・ 

・
。

　
と
こ
ろ
で
「
夢
の
若
返
り
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
て
思
い
出
し

た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
10
数
年
前
黒

尾
教
授
と
鍋
島
教

授
が
ク
ロ
ト
ー
遺

伝
子
を
発
見
さ
れ

ま 

し
た
。発
見
は

偶
然
で
し
た
が
、

こ
の
欠
損
マ
ウ
ス

は 

短
命 （
約
60
日
）

で
、
肺
気
腫
・
動

脈
硬
化
・
骨
粗
鬆

症
・
異
所
性
石
灰

化
・
運
動
機
能
障

害
な
ど
様
々
な
老

化
類
似
症
状
を
示

し
、
逆
に
ク 

ロ 

ト
ー
過
剰
発
現

マ
ウ
ス
は
平
均
寿
命
が
2
年
か

ら
約
3
年
に
延
長
す
る
こ
と
か

ら
抗
老
化
遺
伝
子
と
し
て
注
目

さ
れ
ま 

し
た
。そ
の
後
の
研
究

で
、
ク
ロ
ト
ー
遺
伝
子
は
主
と 

し
て
腎
尿
細
管
・
副
甲
状
腺
の

主
細
胞
・
脳
脈
絡
膜
な
ど
に
発

現
し
、
い
ず
れ
も
生
体
内
も
し
く

は
組
織
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝

に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に

ク
ロ
ト
ー
蛋
白
は 

F
G
F
23
を

介
し
て
、
腎
尿
細
管
で
の
リ
ン
の

再
吸
収
を
抑
え
た
り
、 

近
位
尿

細
管
で
の1 α

-hydroxylase

の

活
性
を
抑
制
す
る
こ
と
で
ビ
タ

ミ
ン
D
の
活
性
化
を
抑
え
る
こ

と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。数
年

前
ま
で
は
ク
ロ
ト
ー
遺
伝
子
に

関
す
る
報
告
が
次
々
と
出
さ
れ

て
い
ま 

し
た
が
、
最
近
は
あ
ま

り
新
し
い
発
表

や
報
告
は
見
か

け
ま
せ
ん
。
老

化
と
病
気
の
境

が
曖
昧
な
こ
と

が
一
因
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん

が
、「
老
化
」
や

「
若
返
り
」
は
永

遠
の
難
題
で
す

ね
。

　
小
保
方
氏
の

一
件
以
来
、
日

本
の
研
究
者
の

粗
探
し
を
す
る

風
潮
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。不
正
は
不
正
と 

し

て
断
罪
し
て
も
、
日
本
特
有
の
自

虐
的
風
潮
で
研
究
者
を
過
剰
に

委
縮
さ
せ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

臨
床
の
場
面
で
も
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
真
面
目
に

正
直
に
一
歩
ず
つ
委
縮
せ
ず
に

難
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

研究も医療も真摯に

森之宮病院診療部
リハビリテーション科

吉岡 知美

大道医院

大道 博士 医師（医学博士）

紹介 22

大阪市都島区大東町2-21-12
電話06(6921)5461
内科・皮膚科・リハビリテーション科

登録医
森 之 宮 病 院

　大道院長は呼吸器内科が御専門ですが、現在は開
業されている地域でプライマリ・ケア医として、人々
の医療と介護両面からの支援を目指して尽力してお
られます。
　「プライマリ・ケア医として最適な診療を行う事は
重要な使命ですが、そのためにはまず患者さんの病
状や状況を良く汲み取る事が大前提と考えます。で
すからスタッフ一同で、どんな事も気軽に相談しや
すい雰囲気作りに努めています。患者さんの話に良
く耳を傾け会話をして行くうちに、患者さん自身が
自分の体調に対して理解が深まり、自ら健康を維持
する意欲が高まる、そんなお手伝いが出来る様に願
いつつ日々診療しています。また、住み慣れたこの地
域で生涯を全うしたいと言う高齢者の方々のために
通所や訪問の介護事業も併設し、独居高齢者の方で
も安心して在宅療養生活を維持出来る様にスタッフ
皆で御支援しております。」とおっしゃる大道院長。
　ルネサンス期の美術鑑賞がマイブームとの事です。
優しい笑顔と柔和な雰囲気でお話をされるお姿が印
象的でした。
（森之宮病院診療部地域医療連携室　平野奈央）
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●本法人の経営理念
1．社会から信頼される病院・施設づくり
2．安定した経営基盤の確立
3．職員の福祉向上と人材育成

●職員行動モットー
親切丁寧に（受診者・お客様・ご利用者）
待たさない／よく説明する／連携する

社会医療法人大道会本部 
ＴEL 06（6962）9621
森之宮病院 
ＴEL 06（6969）0111
ボバース記念病院
ＴEL 06（6962）3131
森之宮クリニック（PET画像診断センター）
ＴEL 06（6981）9600
帝国ホテルクリニック（人間ドック）
ＴEL 06（6881）4000
大道クリニック（人工透析）
ＴEL 06（6961）5151

介護老人保健施設グリーンライフ
ＴEL 06（6965）0666
訪問看護ステーションおおみち
ＴEL 06（6967）1123
訪問看護ステーションおおみち森之宮営業所
ＴEL 06（6942）3737
訪問看護ステーション東成おおみち
ＴEL 06（6977）8680
ケアプランセンター城東おおみち
ＴEL 06（6964）5285
ケアプランセンター東成おおみち
ＴEL 06（4259）5311
レンタルケアおおみち
ＴEL 06（6967）6250

特別養護老人ホームサンローズオオサカ
ＴEL 06（6974）7388
東成山水学園（保育園）
ＴEL 06（6974）7377

■大道会

●パソコン http://www.omichikai.or.jp
●携帯 http://www.omichikai.or.jp/i.cgi

バーコードを読み取っていた
だくと、大道会の携帯サイト
にアクセスできます。

INFORMATION

編 集 後 記

ＩＢＩＴＡ教育委員会に参加

土井鋭二郎PT科員が上級講習会インストラクターに就任

ご寄付を頂きました

　IBITA（世界ボバース講師会議）教
育委員会が、3月16日～ 18日に開催
されました。場所は、National Hospital 
for Neurology and Neurosurgery (ロ
ンドン)の1室で、参加者は、教育委員
のメンバーである、マーク・ミシェル
ソン（議長・ベルギー）、ジュリー・グ
ラハム（カナダ）、アン・ホーランド
（英国）そして私の4人です。この委員
会は、大道会でも開催されているボ
バースアプローチ基礎講習会の各国
の水準を維持し、発展させていくた
めに、世界のインストラクターにガ
イドラインを提供するのが目的で
す。今回の会議の内容は、大きく3つ
ありました。
①従来のシニアインストラクターが

決定していたインストラクター認定
制度を2015年9月1日から新制度に移
行する案の検討
②基礎講習会のガイドライン（コア
カリキュラム）に記載されている実
技の指導内容の改編
③ボバースアプローチを実践する際
に、ケースの評価、治療の過程を図式
化し、世界のインストラクターが講
習会で使えるように修正
　今回の会議内容は、世界のメン
バーに発信され、9月にイタリアで開
かれるIBITA会議で検討される予定
です。3日間片言の英語でしたが、日
本の状況も説明し、文章作成も一部
行いました。メンバーが親切に対応
してくれたため、無事に会議を終え

ることができました。会場の病院は
ロンドン中心部の大英博物館の近く
にあり、そばには綺麗な公園があり
ました。会議終了後はかなり疲労困
憊していましたが、公園の水仙が綺
麗に咲いており、私を癒してくれま
した。
（ボバース記念病院リハビリテー
ション部部長　鈴木三央）

　日吉美和子様（東大阪市）よりご
寄付を頂きました。ありがとうご
ざいます。有意義に活用させてい
ただきます。

　ボバース記
念病院リハビ
リテーション
部理学療法科
所属の土井鋭
二郎科員は、3
月28日、紀伊克
昌IBITAシニア
インストラク

ター・森之宮病院名誉副院長から、成
人中枢神経疾患部門の上級講習会イ
ンストラクターとして認定されまし
た。認定おめでとうございます。
　当法人内での上級講習会インスト

　梅雨の走りでしょうか、ぐずつ
いたお天気の日が続いておりま
す。今年も大道会はたくさんの新
人を迎えました。
　新入職の方々が日々一生懸命頑
張っている姿を見ると、とても刺
激を受けます。
　季節の変わり目、体調に気を付
けて皆様頑張りましょう。
（広報推進委員／ボバース記念病
院診療技術部薬剤科　奥村馨子）

ラクターの誕生は、2002年のボバー
ス記念病院の古澤現名誉副院長以来
12年ぶりの快挙です。土井科員は、
上級講習会インストラクターになる
ために４年の歳月をかけて、臨床技
術と理論面での厳しいトレーニング
に励まれました。
　今後は、上級講習会という質の高
いレベルの療法士向けボバース講習
会を開催していくことになります。
IBITAインストラクター及び上級講
習会インストラクターは、大道会と
リハビリテーション部にとって貴重
な財産でもあります。土井インスト

会議終了後のひととき

ラクターが、脳卒中後遺症などの患
者さんのいっそうの機能向上をめざ
してボバースアプローチを発展さ
せ、国内そして国際的な牽引役とし
て活躍されることを願っています。
（ボバース記念病院リハビリテーショ
ン部理学療法科主任　藤田良樹）
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